
 

 

 

 

 

 

 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

 

重点点検箇所 

・防火設備 

・避難経路 

・緊急連絡先 

・散歩コース（散歩コース内の固

定遊具を含む。）・園庭全体（内扉、

フェンス、固定遊具、排水路等） 

・備品 

 

・プール 

・加湿器 

・空気清浄機 

 ・台風対策 

（備蓄の確認等） 

月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

 

重点点検箇所 

・暖房器具の点検、使

用方法の確認 

・水まわり（冬季に向けた点検） 

・備品 

・除雪器具 

・冬用遊具 

・通路 

（屋根・経路等） 

・通路 

（屋根・経路等） 

・通路（屋根・経路等） 

・園庭全体 

・園舎全体 

分野 策定時期 見直し（再点検）予定時期 掲示・管理場所 

重大事故防止マニュアル 平成 30 年４月１日 年  月  日 管理：事務室、見直し後保護者に連絡 

□ 午睡 平成 30 年４月１日 年  月  日 〃 

□ 食事 平成 30 年４月１日 年  月  日 〃 

□ プール・水遊び 平成 30 年４月１日 年  月  日 〃 

□ 園外活動 平成 30 年４月１日 年  月  日 〃 

□ 降雪（※必要に応じ策定） 平成 30 年４月１日 年  月  日 〃 

災害時マニュアル 
平成 30 年４月１日 

毎年 3 月 31 日救命救急講習後

に再検討 

〃 

119 番対応時マニュアル 平成 30 年４月１日 〃 〃 

救急対応時マニュアル 平成 30 年４月１日 〃 〃 

不審者対応時マニュアル 平成 30 年４月１日 〃 〃 

五泉市 保育所安全計画  【五泉どんぐり小規模保育所 太田園】 

◎安全点検 

（１）施設・設備・園外環境（散歩コースや緊急避難先等）の安全点検 

（２）マニュアルの策定・共有 



 

 

 

 

 4~6 月 7~9 月 10~12 月 1~３月 

乳児・１歳以上

３歳未満児 

 

・園内での遊び方 

・コミュニケーションのとり方 

 

・園内での遊び方 

・園外での遊び方 

・熱中症対策 

・園内での遊び方 

・園外での遊び方 

・ 

・園内での遊び方 

・園外での遊び方 

・ 

 

 

 

 

 

 

4~6 月 7~9 月 10~12 月 1~３月 

・避難訓練および緊急避難時対応につい

て文書連絡後、疑問のある方には個人別

対応 

・園だより配布 

・保護者面談 

・熱中症対策をメールにて連絡 

・園だより配布 

・保護者面談 

・園だより配布 

・保護者面談 

・園だより配布 

・保護者面談 

・安全計画及の変更点を連絡 

 

 

 

◎児童・保護者に対する安全指導等 

（１）児童への安全指導（園生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等） 

（２）保護者への説明・共有 



 

 

 

月 ４月 ５月 ６月 

避難 

訓練等 

※１ 

・職員の災害時の確認 

・非常ベル音を聞く 

・避難場所確認 

・避難すべり台を滑る 

 

・保育中 

 給食室より出火 

 （総合訓練） 

やり方 ・災害時の対応を職員間で確認、理解する。 

・避難用具や火災器具等の確認 

・避難持ち出し用品の点検 

・非常ベルをならし災害時の合図を教える。 

・避難場所までどの経路確認をする。 

・繰り返し滑り子供も大人も滑ることに慣れ

るようにする。 

・非常ベルの音と保育士の声掛けで安全な

場所に避難する。 

・初期消火は失敗した想定。 

・消防士より避難の指導を受ける。 

・職員は消火訓練を行う。 

配慮事項・備考 ・保育士が避難場所、経路を把握する。 

・災害時の手順を確認する。 

・子供たちの不安を受け止め、慌てず安全に

行動が出来るようにする。 

・危険の無いように避難をさせる。 

・子供たちの不安を受け止め、慌てず安全

に行動が出来るようにする。 

・避難訓練実施手順による通報を行う。 

・危険の無いように避難をさせる。 

・窓を閉め、できる消火活動をする。 

・人数確認、報告、非常持ち出し用品の確

認。 

・避難後、子供たちにわかりやすく火事の

ことを伝える。 

月 ７月 ８月 ９月 

避難 

訓練等 

※１ 

・保育中 

 給食室より出火 

・保育活動中 

 地震の発生 

 （震度２程度） 

・保育中 

 玄関外に放火 

 （午睡中） 

やり方 ・非常ベルの音と保育士の声掛けで安全な場

所に避難する。 

・初期消火は失敗した想定。 

・保育士の話を聞いて、机の下に身を隠し、

揺れがおさまったら防災頭巾をかぶり避難す

る。 

・非常ベルの音と保育士の声掛けで安全な

場所に避難する。 

・保育士は子供を避難させる、通報する。 

◎訓練・研修 

（１）訓練のテーマ・取組 



・消防士より避難の指導を受ける。 

・職員は消火訓練を行う。 

配慮事項・備考 ・子供たちの不安を受け止め、慌てず安全に

行動が出来るようにする。 

・避難訓練実施手順による通報を行う。 

・危険の無いように避難をさせる。 

・窓を閉め、できる消火活動をする。 

・人数確認、報告、非常持ち出し用品の確

認。 

・避難後、子供たちにわかりやすく火事のこ

とを伝える。 

・人数確認、報告、非常持ち出し用品の確認 

・窓を開け避難経路を確保する。 

・棚などからの落下物、窓ガラス割れの予想

をする。 

・防災頭巾を嫌がる子に対しても必要なもの

だということを知らせる。 

・避難後、地震についての話を子供たちにわ

かりやすく説明をする。 

・子供たちの不安を受け止め、慌てず安全

に行動が出来るようにする。 

・避難訓練実施手順による通報を行う。 

・危険の無いように避難をさせる。 

・窓を閉め、できる消火活動をする。 

・人数確認、報告、非常持ち出し用品の確

認。 

・避難後、子供たちにわかりやすく火事の

ことを伝える。 

月 10月 11月 12月 

避難 

訓練等 

※１ 

・保育中 

 給食室より出火 

 (総合訓練） 

・洪水発生 

（東小学校までの経路、時間確認） 

・避難すべり台 

 を滑る 

・保育活動中 

 地震の発生 

 (震度５以上） 

やり方 ・非常ベルの音と保育士の声掛けで安全な場

所に避難する。 

・保育士は子供を避難させる、通報する。 

・消防士より避難の指導を受ける。 

・職員は消火訓練を行う。 

・消防車の見学をする。 

・洪水の避難場所を確認する。 

・非常用持ち出し用品、着替え袋と外履きを

持って避難する。 

・繰り返し滑り子供も大人も滑ることに慣れ

るようにする。 

・保育士の話を聞いて、机の下に身を隠

し、揺れがおさまったら防災頭巾をかぶり

避難する。 

配慮事項・備考 ・子供たちの不安を受け止め、慌てず安全に

行動が出来るようにする。 

・避難訓練実施手順による通報を行う。 

・危険の無いように避難をさせる。 

・窓を閉め、できる消火活動をする。 

・人数確認、報告、非常持ち出し用品の確

・子供たちの不安を受け止め、慌てず安全に

行動が出来るようにする。 

・危険の無いように避難をさせる。 

・人数確認、報告、非常持ち出し用品の確

認。 

・保護者への連絡手順の確認をする。 

・人数確認、報告、非常持ち出し用品の確

認 

・窓を開け避難経路を確保する。 

・棚などからの落下物、窓ガラス割れの予

想をする。 

・防災頭巾を嫌がる子に対しても必要なも



 

※１ 「避難訓練等」・・・ 設備 運営基準第６条第２項の規定に基づき毎月１回以上 実施 する避難及び消火に対する訓練 

 

小規模保育所は利用年齢が生後 2 か月から満 3 歳までとなるため、児童自身の訓練よりも保育士や調理師など職員のための訓練の要素が強くなることから、子供た

ちに『何をどう伝えるのか』『それが何のためなのか』『そのために職員がすることは何か』を細かくマニュアル化してある。 

 

 

認。 

・避難後、子供たちにわかりやすく火事のこ

とを伝える。 

のだということを知らせる。 

・避難後、地震についての話を子供たちに

わかりやすく説明をする。 

月 １月 ２月 ３月 

避難 

訓練等 

※１ 

・保育活動中 

 地震の発生 

 (震度５以上） 

・火事や地震の状況を知る ・保育中 

 給食室より出火 

 (午睡中） 

やり方 ・保育士の話を聞いて、机の下に身を隠し、

揺れがおさまったら防災頭巾をかぶり避難す

る。 

・火事や地震の絵本や紙芝居を見る。 ・非常ベルの音と保育士の声掛けで安全な

場所に避難する。 

・保育士は子供を避難させる、通報する。 

・消防士より避難の指導を受ける。 

・職員は消火訓練を行う。 

・消防車の見学をする。 

配慮事項・備考 ・人数確認、報告、非常持ち出し用品の確認 

・窓を開け避難経路を確保する。 

・棚などからの落下物、窓ガラス割れの予想

をする。 

・防災頭巾を嫌がる子に対しても必要なもの

だということを知らせる。 

・避難後、地震についての話を子供たちにわ

かりやすく説明をする。 

・子供たちに火事や地震がどんなことなのか

わかりやすく伝える。 

・不安な気持ちになる子がいるかもしれない

ので「保育士と一緒にいれば大丈夫」という

ことを伝える。 

・子供たちに火事や地震がどんなことなの

かわかりやすく伝える。 

・不安な気持ちになる子がいるかもしれな

いので「保育士と一緒にいれば大丈夫」と

いうことを伝える。 



 

（２）訓練 の参加予定者（全員参加を除く。） 

 

（３）職員への研修・講習（園内実施・外部実施を明記） 

4~３月 

第二金曜日に、キャリアアップ研修実施団体の認定こども園連盟新潟県支部で認められた講師による園内研修を実施。 

内容は毎年職員の希望で決定。 

＜今までの実施内容＞ 誤嚥対応、アレルギー対応、障がい児対応、不審者対応（園内・園外）、なぜ事故は起きるのか？ など 

 

（４）行政等が実施する訓練・講習スケジュール※所属する自治体・関係団体等が実施する各種訓練・講習スケジュールについて参加目途にかかわらずメモする 

 

 

 

 

 

 

 

◎再発防止策の徹底（ヒヤリ・ハット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等） 

 

 

 

 

 

訓練内容 参加予定者 

救命救急講習 全員 

  

  

 

・ヒヤリハット事例の園内研修 

・人数の点呼確認の実地訓練 

 



 

 

◎その他の安全確保に向けた取組（地域住民や地域の関係者と連携した取組、登降園管理システムを活用した安全管理等） 

 

 

 

 

 

散歩計画表 

 

日にち 

曜日 

クラス 散歩の経路・目的地 

及びねらい 

出発(予定) 帰園(予定) 子どもの 

人数 

引率者 持ち出し 

携帯電話 

備考 

(注意事項、気づき等) 

確認者 

出発(実績) 帰園(実績) 

／（ ） 
         

  

／（ ） 
         

  

 

別添 安全マップ参照 

・地域の関係施設への訪問（交番、児童センター、学校、公民館など） 


